
2023年9月17日号－罫線資料

・P2：当面のポイント

・P3～4：世界各国指数の動き

・P5～7：「年末に向けての日経平均株価」と取り組む姿勢

・P8～12：「資産所得倍増元年」政府は2024年の地殻変動を起こす為に株価を維持させる

・P13～19：米国市場・中国市場の注意点・中国関連株は避ける

・P20～25：「5401日本製鉄」「9007小田急」「5020ENEOS」「8802三菱地所」

・P26～28：日経平均PBR・日経平均200日移動平均線乖離

・P29：「9月スケジュール」

・P30：「3401帝人」9/23経営説明会に参加、9/24補足動画で報告

■ 「国策に逆らうな」「需給に勝る材料はなし」

＊年末の向けてミニバブル的な相場の可能性も
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「脱デフレ相場」
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■ 当面のポイント－「国策に逆らうな」「需給に勝る材料はなし」

① 「国策・需給相場」－日本株独自の強さ

＊9/25～ 10/6 Japan Weeks 岸田首相出席
世界各国の1000人以上の金融専門家等が集結 ➡再度海外投資家の注目に

・海外投資家の買い（国策に乗っている）

②海外市場の前提－米国株・中国株の急落がない。横這いでもいい。

③「期間設定」－年末

・海外投資家の一つの考え方
「2024年の新NISA制度スタートの買い」の前に買って、そこで売り抜ける

・2024年1月台湾総統選挙
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コロナ危機安値

＊52週線（＝1年）

■ 先進国 各指数 ＊「TOPIX」の33年ぶり高値更新、と同時に「上海B株」の急落。

＊52週線（＝1年）
コロナ危機安値 コロナ危機安値

＊52週線（＝1年）
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コロナ危機安値

＊52週線（＝1年）

■ 「需給に勝る材料はない」－市場資金の流れ
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日経平均（日足）

騰落レシオ（25日）

80％水準

＊200日線 日々上昇傾向

25日線

75日線

米C
P

I

9/13

権
利
付
最
終
日
9/27

(6/19)
33772

31275
(8/18)

6/19高値➡8/18安値
日柄：42日経過
▲2497円・▲4.7％

■ 日経平均株価でのメイン想定－年末ジリ高傾向 「指標」は過熱しているので、下がれば買いの姿勢

120％水準

大
納
会

12/29

＊対象：1570日経レバレッジETFor 1320 日経225ETF
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＊2023年相場－年末高 ＊2024年相場－「？」

①2024年1月-台湾総統選挙

②2024年3月15日-米大統領候補者

＊新人同士の大統領選挙

2000年大統領選挙－ITﾊﾞﾌﾞﾙ崩壊
2008年大統領選挙－ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ

＊トランプ大統領

2020年大統領選挙－ｺﾛﾅ危機

1942年11月20日生 (80歳)

■ 日本株に対峙する際の考え方 「2023年残り3ヶ月の相場」と「2024年相場」－1
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■ 日本株に対峙する際の考え方 「2023年残り3ヶ月の相場」と「2024年相場」－2

＊2023年相場－年末高 ＊2024年相場－「？」
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＊1981年の確定拠出年金制度開始が起爆剤に

■ 「国策に逆らうな」－国内個人金融資産の地殻変動①

＊岸田内閣の目指す株式市場の動き
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①

②
＊流動性資金＝694兆円

③

■ 「国策に逆らうな」－国内個人金融資産の地殻変動②

＊6月30日岸田総理メッセージ発信

「資産所得倍増元年」
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■ 「国策に逆らうな」－国策に乗る海外投資家 「需給に勝る材料」

＊海外投資家➡日銀ETF➡海外投資家 (新NISA)国内個人投資家

＊海外投資家の買い余力はまだある
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■ 「国策に逆らうな」－年末にかけて「踏み上げ」を迫られる可能性のある投資家

① ダブルインバースの純資産総額は高水準

③ ダブルインバースの信用買残は年末にかけて返済を迎える

② 日経先物4,000億円の売り建玉

＊11月下旬～12月上旬に中間配当金支払い
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■ 「国策に逆らうな」－9/15(金)売買代金 5兆6708億円、相場のスケールが違う
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■ NYSE市場・NASDAQ市場 共に騰落レシオ(25日)はボトム水準近辺、下落あっても一時的

＊NASDAQ市場
・騰落レシオ＝84％水準

80％水準

NASDAQ-100指数（日足）

＊200日線

＊NYSE市場
・騰落レシオ＝91％水準80％水準

NYダウ（日足）

＊200日線
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■ 米国市場-「大統領選前年の季節性」 と 「2023年NASDAQ指数の実際の動き」

2023.9.15時点
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主力個別株

季節性

史上最高値更新後、
日柄3ヵ月程度、
52週(＝1年)線水準まで調整

グランビルの法則の「売4」➡「買2」を待つ

指数の動き

先行銘柄のｷｬﾀﾋﾟﾗｰ

■ 米国市場－主力ハイテク株は52週線（＝1年MA）を意識した調整局面
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コロナ危機安値
＊52週線（＝1年）

■ 米国10年債利回り *FRBの追加利上げはあと1回の市場の見方
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■ CRB指数・WTI原油 *米 CPIのﾍﾞｰｽ効果がなくなってくる中で、WTI原油の騰勢が強まることに注意

*米 CPI（前年同月比）*米 コアCPI（前年同月比）

＊8月CPIは2ヵ月連続「加速」
一方コアCPIは5ヵ月連続「減速」
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■ 中国・上海総合指数の動き-「正しく恐れる」 ＊中国の景況観は「銅」価格の推移を注視

＊中国不動産ﾊﾞﾌﾞﾙ崩壊

×爆発型 〇爆縮型
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中国関連銘柄

■ 中国懸念は中国関連銘柄には影響がみられる－「相場は相場に聞け」の投資姿勢を堅持
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■ 注目銘柄の株価推移

コロナ危機安値
＊52週線（＝1年）

コロナ危機安値
＊52週線（＝1年）

コロナ危機安値
＊52週線（＝1年）

コロナ危機安値

＊52週線（＝1年）
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■ 2501サッポロ・2502アサヒ・2503キリン ＊ビール3社の株価推移

＊直近1年間の株価推移 ②①

サッポロ

アサヒ

キリン
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■ 「This is Japan 銘柄」の大相場－①平成ﾊﾞﾌﾞﾙ相場 ②2007年にかけてのバリュー相場 ③今回

① ② ②①③ ③

＊「今見られる堅調さは、今後のもろさの種をまいている」点は忘れない
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■ This is Japan 銘柄の大相場－8802三菱地所の出遅れ鮮明

三菱UFJ
3.7倍

三菱重工
2.7倍

日本製鉄
2.2倍

三菱地所
1.3倍

＊2012年11月ｱﾍﾞﾉﾐｸｽ相場始動以降の株価ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ
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■ 8802 三菱地所－月足ﾁｬｰﾄでの大局観

＊Point ①10年日柄での大相場、②2013年4月高値以降10年間の無相場(上昇ｴﾈﾙｷﾞｰ蓄積)

①
② ③

④

⑤
2079
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3200円水準

PBR2倍水準

■ 8802 三菱地所-PBRの推移

＊PBR2.0倍＝3395円、

、＊ｱﾍﾞﾉﾐｸｽ相場始動期の2013年4月高値3350円
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＊上限
1.4倍水準＝34019円（9/15 時点）

＊下限
1.2倍水準＝29159円（9/15 時点）

■ 「PBR水準」－日経平均のPBR水準での上限・下限水準
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■ 「200日移動平均線乖離」

＊上限：+15％乖離＝34115円（9/15時点）

日経平均株価の騰勢は抑えられる水準
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■ ｱﾍﾞﾉﾐｸｽ相場以降 日経平均株価は「抵抗➡支持」の動きを繰り返してきた

＊3万円水準は「抵抗」から「支持」に
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■ 2023年9月スケジュール
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■ 9/23（土） 経営説明会 に参加し、9/24の補足動画で報告致します。
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